
第 43 号（7）

西東京市

委員会の審査から、予算の審査から

予
算
の

審
査
か
ら

そ
の
隣
接
す
る
踏
切
は
使
え
る

の
か
、
使
え
な
く
な
る
の
か
、

ま
た
、
一
回
下
が
っ
て
上
が
る

と
い
う
こ
と
で
、
鉄
道
運
行
の

ス
ム
ー
ズ
さ
と
い
う
点
で
も
連

続
的
に
立
体
化
さ
れ
た
ほ
う
が

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
い
う
こ
と

は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

意
見　

連
続
立
体
に
な
る
こ
と

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
な
る
。

障
害
の
あ
る
方
が
南
北
を
移
動

す
る
の
に
大
変
利
便
性
も
高
ま

る
。
ぜ
ひ
念
頭
に
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。
採
択
す
べ
き
で
あ

る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

「
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
請
願
」

【
趣
旨
】
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
21
号
線
（
ひ
ば
り
が
丘
駅

北
口
線
）
の
整
備
と
と
も
に
、

一
番
通
り
等
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北

口
地
区
の
道
路
改
善
（
イ
ン
タ

ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
化
等
）
を
早
期

に
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

一
番
通
り
の
整
備
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
地
区

街
並
み
再
生
方
針
の
拠
点
ゾ
ー

ン
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
の

賑
わ
い
形
成
」、「
快
適
な
歩
行

者
空
間
の
確
保
」、「
一
体
的
な

街
並
み
形
成
」
を
掲
げ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
道
路
整
備

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
化

に
よ
る
整
備
が
市
と
し
て
で
き

る
の
は
ど
の
道
路
で
、
い
つ
か

ら
で
き
る
の
か
。

答　

市
道
は
主
体
的
に
、
私
道

は
地
元
の
方
の
申
請
に
基
づ
き

整
備
し
て
い
く
。
時
期
は
、
都

市
計
画
道
路
３
・
４
・
21
号
線

整
備
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

問　

請
願
で
は
、
東
久
留
米
市

800
万
円
と
い
う
試
算
で
あ
る
。

問　

33
万
円
の
扶
養
控
除
の
廃

止
は
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
に

よ
る
も
の
な
の
か
。

答　

所
得
税
（
国
税
）
に
つ
い

て
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
に
立

つ
も
の
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

住
民
税
（
地
方
税
）
に
つ
い
て

は
、
税
制
上
に
お
け
る
整
合
性

の
観
点
か
ら
税
制
調
査
会
の
中

で
議
論
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

様
の
整
備
が
必
要
と
な
る
の
か
。

答　

路
線
バ
ス
と
な
る
と
、
車

の
重
さ
等
の
関
係
か
ら
同
様
の

整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

天
神
山
か
ら
保
谷
駅
で
ど

の
程
度
の
利
用
者
が
い
る
の
か
。

は
な
バ
ス
と
の
競
合
が
問
題
に

な
る
と
思
う
。
保
谷
駅
か
ら
天

神
山
ま
で
の
間
で
時
間
当
た
り

何
本
の
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
の

か
。

答　

路
線
バ
ス
の
乗
客
人
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
は
な
バ
ス

に
つ
い
て
は
第
２
・
第
３
ル
ー

ト
の
合
体
と
い
う
形
で
集
約
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
だ
け
の

抜
き
出
し
は
把
握
し
て
い
な
い
。

路
線
バ
ス
の
本
数
は
１
日
約
140

本
程
度
通
過
す
る
。
ま
た
、
は

な
バ
ス
第
２
ル
ー
ト
は
30
分
に

１
本
走
ら
せ
て
い
る
。

意
見　

こ
の
路
線
は
、
特
に
中

町
・
東
町
周
辺
住
民
の
生
活
バ

ス
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
保
谷

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
完
成
に
よ

り
以
前
の
路
線
に
戻
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
を
危
惧
す
る
。
利
用

す
る
方
々
の
切
実
な
願
い
で
あ

る
。
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

【
結
果
】
「
願
意
に
沿
う
よ
う

努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
を

付
し
、
趣
旨
採
択

「
西
武
池
袋
線
の
連
続
立
体
化

を
推
進
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
現
在
、
石
神
井
公
園

か
ら
大
泉
学
園
に
向
け
高
架
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
西
東

京
市
内
も
連
続
立
体
化
事
業
を

推
進
し
、
南
北
の
交
通
を
ス
ム

ー
ズ
に
。
ま
た
、
ひ
ば
り
ヶ
丘

駅
・
保
谷
駅
周
辺
の
活
性
化
を

「
天
神
山
停
留
所
を
起
終
点
と

す
る
西
武
バ
ス
及
び
関
東
バ
ス

を
、
保
谷
駅
前
開
発
竣
工
後
も

運
行
の
続
行
と
、
さ
ら
に
東
伏

見
駅
前
ま
で
路
線
を
延
長
す
る

よ
う
両
バ
ス
会
社
に
要
請
を
求

め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
天
神
山
停
留
所
を
起

終
点
と
す
る
バ
ス
運
行
の
続
行

を
両
バ
ス
会
社
に
要
請
す
る
こ

と
。
さ
ら
に
東
伏
見
駅
前
ま
で

路
線
を
延
長
す
る
よ
う
、
両
バ

ス
会
社
に
要
請
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

保
谷
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー

が
完
成
し
た
場
合
、
今
ま
で
の

か
え
で
通
り
天
神
山
の
停
留

所
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
ど
う

な
る
の
か
。
ま
た
、
は
な
バ
ス

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

バ
ス
会
社
か
ら
天
神
山
の

停
留
所
・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

関
係
は
、
今
後
も
含
め
現
在
検

討
中
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
は
な
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
民
間
路
線
バ
ス
が

ど
の
よ
う
に
な
る
か
に
よ
っ
て

不
明
な
部
分
が
あ
る
。

問　

東
伏
見
駅
ま
で
の
路
線
延

長
に
つ
い
て
、
以
前
、
か
え
で

通
り
に
バ
ス
を
通
す
と
き
路
面

舗
装
を
行
っ
た
が
、
天
神
山
か

ら
東
伏
見
駅
ま
で
の
部
分
も
同

図
り
、
地
元
住
民
が
安
全
で
便

利
な
生
活
と
、
住
み
や
す
い
街

と
す
る
よ
う
求
め
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

都
の
計
画
で
は
保
谷
駅
と

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
は
橋
上
駅
と
な

る
が
、
こ
の
両
駅
間
の
一
部
区

間
は
地
上
線
路
と
な
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
都
道
234
号
と
交

差
す
る
部
分
を
、
今
、
線
路
の

下
に
道
路
を
通
す
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

の
地
上
線
路
と
な
る
部
分
も
連

続
し
た
高
架
と
な
る
よ
う
東
京

都
へ
要
請
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　

都
が
策
定
し
た
「
踏
切
対

策
基
本
方
針
」
の
中
で
、
市
内

で
は
４
つ
の
区
間
が
「
鉄
道
立

体
化
の
検
討
対
象
区
間
」
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
は
、
大

泉
学
園
～
保
谷
駅
付
近
、
ひ
ば

り
ヶ
丘
～
東
久
留
米
駅
付
近
の

計
画
中
間
地
点
で
、
計
画
で
は

こ
の
区
間
は
地
上
線
路
と
な
っ

て
い
る
。

市
と
都
の
連
絡
会
に
お
い
て

も
、
鉄
道
の
下
を
く
ぐ
る
単
独

立
体
の
工
事
を
進
め
る
の
が
ま

ず
第
一
と
伺
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
約
４
千
名
か
ら
の

署
名
を
い
た
だ
い
て
い
る
調
布

保
谷
線
が
開
通
し
、
あ
る
程
度

の
時
期
に
な
っ
て
、
具
体
的
な

動
き
を
し
て
い
く
必
要
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　

南
北
交
通
の
円
滑
化
以
外

に
、
今
後
連
続
立
体
化
を
東
京

都
に
対
し
求
め
て
い
く
た
め
の

理
屈
づ
け
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　

現
在
、
具
体
的
な
考
え
は

な
い
が
、
道
路
渋
滞
の
発
生
、

地
域
の
分
断
に
よ
る
生
活
の
不

便
、
ま
ち
づ
く
り
の
お
く
れ
、

踏
切
事
故
の
危
険
性
、
経
済
損

失
、
環
境
へ
の
影
響
等
が
考
え

ら
れ
る
。

近
隣
市
で
も
、
道
路
が
単
独

立
体
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
高

架
化
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

ス
ロ
ー
プ
で
下
が
っ
て
く
れ
ば
、

児
室
1.65
㎡
以
上
、
匍
匐
（
ほ
ふ

く
）
室
3.3
㎡
の
合
計
で
約
５
㎡

が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
２
歳
児
以
上
に
つ
い

て
は
1.98
㎡
以
上
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。

０
歳
児
、
１
歳
児
の
受
け
入

れ
が
多
く
な
る
と
、
全
体
的
な

面
積
の
配
分
が
厳
し
く
な
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
新
規
保
育
所
と
し
て

「
市
立
そ
よ
か
ぜ
保
育
園
」
を

設
け
、
「
市
立
田
無
乳
児
保
育

園
」
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る
。

そ
の
他
、
「
市
立
す
み
よ
し
保

育
園
」
の
定
員
を
20
人
増
員
す

る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
と
な
る
。

な
お
、
改
正
後
に
お
け
る
定

員
は
、
す
み
よ
し
保
育
園
が

０
歳
児
９
人
、
１
歳
児
20
人
、

２
歳
児
23
人
、
３
歳
児
24
人
、

４
歳
児
24
人
、
５
歳
児
26
人
で
、

合
計
126
人
、
そ
よ
か
ぜ
保
育
園

は
、
０
歳
児
12
人
、
１
歳
児
15

人
、
２
歳
児
18
人
、
３
歳
児
20

人
、
４
歳
児
24
人
、
５
歳
児
26

人
で
、
合
計
115
人
と
な
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

待
機
児
の
約
９
割
が
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
で
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
す
み
よ
し
保
育
園
と

そ
よ
か
ぜ
保
育
園
に
お
い
て
、

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
受

け
入
れ
人
数
を
増
や
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

答　

保
育
室
の
面
積
基
準
が
あ

り
、
０
歳
児
に
つ
い
て
は
、
乳

「
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」

【
説
明
】
地
方
公
務
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
条
例
の
規
定
を

改
正
す
る
も
の
で
、
職
員
の
配

偶
者
の
就
業
の
有
無
等
に
か
か

わ
ら
ず
、
育
児
休
業
の
取
得
が

可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

育
児
休
業
は
、
何
回
ま
で

取
得
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。

ま
た
、
い
つ
ま
で
で
き
る
の
か
。

答　

産
後
８
週
間
後
ま
で
の
育

児
休
業
を
含
め
、
３
回
ま
で
可

能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
育

児
休
業
等
計
画
書
の
提
出
等
が

条
件
と
な
る
。
育
児
休
業
は
、

子
が
３
歳
に
な
る
ま
で
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

育
児
休
業
中
の
職
員
に
対

す
る
人
員
の
補
充
は
、
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。

答　

臨
時
職
員
を
配
置
す
る
等

の
対
応
と
な
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
条
例
の
規
定
を
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　

市
税
収
入
へ
の
影
響
は
。

答　

扶
養
控
除
の
廃
止
に
よ
り
、

市
税
の
収
入
は
増
と
な
り
、
試

算
で
は
年
少
扶
養
親
族
に
係
る

扶
養
控
除
の
廃
止
に
よ
り
、
約

４
億
５
千
万
円
、
特
定
扶
養
親

族
に
係
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ

部
分
の
廃
止
に
よ
り
、
約
３
千

◆
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

共
済
事
業
特
別
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
８
千
135
万
１

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
千
637
万
４

千
円
と
す
る
も
の
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
大
口
事

業
者
に
お
い
て
退
職
者
が
ふ
え

た
こ
と
に
よ
り
、
掛
金
の
収
入

が
減
る
一
方
で
、
退
職
一
時
金

の
請
求
が
ふ
え
、
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
、
本
事
業
の
基
金
か

ら
、
８
千
217
万
８
千
円
を
本
予

算
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
退

職
一
時
金
へ
の
対
応
と
し
て
、

８
千
135
万
１
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
あ
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
基
金
残
高
、
大
口
事
業
者
、

今
回
の
退
職
者
数
は
。

・
清
算
に
つ
い
て
の
加
入
者
へ

の
説
明
は
。

・
国
制
度
へ
の
移
行
に
よ
り
清

算
が
早
ま
る
こ
と
が
あ
る
か
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

第
２
回
定
例
会
で
は
、
６
月

16
日
に
予
算
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し
て
所

管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
第
２
回
定
例

会
で
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
等
の
審
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

会
員
委
務
総
画
企

 

会
員
委
生
厚
教
文

 

会
員
委
境
環
設
建

 

駅
周
辺
再
開
発
等

特
別
委
員
会

に
も
一
方
通
行
標
示
を
希
望
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。

答　

標
識
は
あ
る
が
、
見
え
に

く
い
た
め
、
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

意
見　

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

化
を
含
め
、
利
用
者
の
利
便
性

を
考
え
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
採
択

ら
か
査
審
の
会
員
委

天神山バス停（中町４丁目）




